
「八女福島の燈籠人形」公演（国指定重要無形民俗文化財）

１ 開 催 日：令和６年９月２１日（土）～２３日（月/振替）

※口開け公演 ９月２０日（金）２０時００分

２ 公演時間： ①１３時３０分 ②１５時 ③１６時３０分 ④１９時 ⑤２０時３０分

（※１回の公演時間 約３０分）

３ 芸 題：「吉野山狐忠信初音之鼓」

（よしのやまきつねただのぶはつねのつづみ）

※解説については、別紙参照

４ 開催場所：八女市本町 福島八幡宮境内

５ 観 覧 料：無料

６ 交通アクセス：八女ＩＣから車で約１０分

７ 連 絡 先：八女市教育委員会教育部文化振興課

☎０９４３－２３－１９８２

８ 概 要

「八女福島の燈籠人形」は、福島八幡宮「放生会」の奉納行事として、秋分の日付近の３日間で上

演されるからくり人形芝居です。当初、山鹿市・大宮神社から燈籠を譲り受け、江戸時代半ばに福島町

民が独自の工夫をこらし人形の燈籠を奉納したことが始まりといわれます。当時、大阪方面で隆盛を誇

った人形浄瑠璃の技術を採り入れ、現在の形態になったといわれています。

９ 子ども教室発表会

八女福島の燈籠人形保存会では、伝統芸能を継承するために、小学生・中学生を対象にした「子ども教

室」を開催しており、令和６年度は２３名の子どもたちが燈籠人形の「お囃子(はやし)」の演奏を練習し

ています。下記の日程で発表会を行い、練習の成果を披露します。

【子ども教室発表会】

開催日時：令和６年９月２１日（土）１４：００～

開催場所：福島八幡宮境内 屋台

※子ども教室は、毎週土曜 19時～20 時におりなす八女研修棟で

行っております。（令和６年５月２５日～９月１６日の全１６回）

１０ その他

出演者のみなさんの練習については、９月２日から福島八幡宮の屋台及びおりなす八女研修棟にて行わ

れる予定です。（火曜日～土曜日 １９時３０分～）※状況によって変動する場合があります。
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【公演時間 約 30分程度】
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狐は狐でも、昨年の芸題『玉藻之前』

に出てくる九尾の狐とは違つて、と

ても親思いで、鼓の皮に使われた両

親を慕つて、鼓を預かる静御前を追

手から守るやさしい狐です。
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靱 静 御前 (杖追い人形 )
義経の恋人で、初音の鼓を

預かつている。忠信と共に

義経のもとへ向かう。

簿 狐 忠信 (下遣い人形)
義経の家来 (忠信)に rヒけた狐。
初旨の鼓は親の皮が張られてゃ
り、親を慕って鼓を預かる静御
前を守り役として助ける。

瑠 源 九郎義経 (飾 り人形)※舞台/r側で動きません

源氏の大将、源頼卓月の弟。見への忠義から初音の鼓を

静御前に預けているが、頼朝の兵に追われている。

つづみ  とうた
奪 鼓 の藤太 鵞

こし

腰
もと

プE

(下遭い人形)

義経を追つていて、

初音の鼓を奪,oう

とねらっているc
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(棋道い人形 )

静御前の付き人
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(狂 言方〉

人形の造い手と
'東

l子方

の呼口及を合わせるのが

狂言方です。舞台上下層

でおすいが見えないな

かでも狂言方の推子木

で問合いを整える大事

な役割です。

よこうか

(横遣い〉

左右それぞれ 6人で動かします。舞台袖の離れ

た所から、こ支やか′:」操作をするのl土 力て r、難

しい技です。なかでも人形が左右の橋を渡る

「送り渡しJは桟遺いの見せどころゥ左右の横

遣いの′畠、の合った操作にご注目 I

(下遣い〉

舞台の下から6人で一体の人形を動かします。

見上げて操作するので体力いりますよぉ～ 1

(唄・囃子方〉

物語を語る唄、情景を演

出する二味線、場面にい

ろどりを添える鼓など。

仕切 り太鼓の絶妙な間

合いに合わせ て、そ好しぞ

れが掛け合 うお囃子が

恕きどころです。人形の

動きに合わせて進める

ので、生演奏でおこない

ます。

こうけんやく

(後見役〉

子どもたちが交代で舞台l協から人形

の壺
'Jき

を見守ります。

かつては人形の衣裳を直したり、舞台

上の手助けをするのが役割でした。
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②

く衣裳方〉

衣裳の早変わり「素抜き」など、

人形の衣裳は次々と変化にと

んでいます。人形の衣裳や髪な

どを整えるお世話役です。
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②

今年の芸題は歌舞伎でも大人気の演目

T義経千本桜』をもとにしたお話です。

初音の鼓とは一?

その昔、大和の国の千年生きながらえて

いるという雌狐と雄狐の生皮をはいで

作つた鼓を打つとたちまち雨が降 り出

したという伝説の鼓です。
舞合に出演する人形のお役どころは・・・ ?

舞台内部はどうなつているの・・・?
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